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「
南
区
民
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
で

表
彰
の
予
定
で
す
。

日
時　

７
月
28
日（
土
）　

午
前
９
時
半
〜
午
後
０
時
半

※
雨
天
時
は
29
日（
日
）
に
順
延

定
員　

区
内
の
小
学
生
と
保
護
者

150
組
程
度（
先
着
順
）

申
込　

７
月
20
日
（
金
）
ま
で
に

電
話
又
は
直
接
窓
口
で

問
・　

＝
地
域
力
推
進
室

（
☎
681
・
３
４
１
７
）

当
日
ご
利
用
い
た
だ
け
る

ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
を
５
組
の
方

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
氏
名
・
住

所
・
年
齢
・
紙
面
へ
の
感
想

を
記
入
の
上
、
は
が
き
又
は

FAX
で
地
域
力
推
進
室
へ
（
６

月
22
日
（
金
）
必
着
。
〒
601
・

８
５
１
１
（
住
所
記
載
不
要
）、

FAX 

671
・
９
６
５
３
）。

当
選
者
に
は
後
日
チ
ケ
ッ
ト

を
送
付
し
ま
す
。

問
＝
地
域
力
推
進
室

（
☎
681
・
３
４
１
７
）

ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
を

 

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

5
組

問
＝
健
康
づ
く
り
推
進
課（
☎
681・３
５
７
３
）

受
付
時
間
は
い
ず
れ
も
13
時
30
分
〜
15
時

（
今
年
度
か
ら
終
了
時
間
を
30
分
繰
り
上
げ
）

○
６
月
20
日（
水
）　

南
大
内
小
学
校

○
６
月
26
日（
火
）　

祥
栄
小
学
校

集
団
健
診
の
お
知
ら
せ

日
時　

①
お
す
す
め
お
や
つ
編　

７
月
25
日（
水
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

②
バ
ラ
ン
ス
満
点
お
弁
当
編　

８
月
29
日（
水
） 

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

場
所　

南
保
健
セ
ン
タ
ー　

内
容　

講
話
と
調
理
実
習

対
象　

来
春
就
学
の
子
ど
も(

５

〜
６
歳
児)

と
そ
の
保
護
者

定
員　

各
日
12
組(

先
着
順)

費
用　

千
円
（
い
ず
れ
か
１
日
の

場
合
は
500
円
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

手
拭
タ
オ
ル
、
マ
ス
ク
、
上
履
き

（
子
ど
も
の
み
）、
お
弁
当
箱
（
子

ど
も
用
、
保
護
者
用
。
②
の
み
）

申
込　

７
月
２
日
（
月
）
〜
20
日

(

金)

ま
で
に
電
話
又
は
窓
口
で

４
月
24
日
、
「
京
都
市
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
任
命
通
知
書
伝
達

式
」
を
区
役
所
ホ
ー
ル
で
開
催
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
南
区
選
出
の
京

都
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
に
対

し
、
市
長
か
ら
の
任
命
通
知
書
を

南
区
長
が
伝
達
す
る
も
の
で
す
。 

今
回
任
命
さ
れ
た
推
進
委
員

は
35
名
で
任
期
は
２
年
間
。
伝
達

式
で
は
一
人
ひ
と
り
の
委
員
に
任

命
通
知
書
が
伝
達
さ
れ
た
後
、
代

表
の
中
路
雅
之
南
区
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
会
幹
事
長
が
「
多
く
の
市

民
が
生
涯
を
通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
め
る
よ
う
、
全
力
を
尽
く
し

ま
す
」
と
力
強
く
宣
誓
し
ま
し

た
。 推

進
委
員
は
今
後
、
市
民
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
・
振
興
の
た
め

４
月
27
日
、
「
南
区
ま
ち
づ
く

り
推
進
会
議
」
を
区
役
所
ホ
ー
ル

で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
南
区
の
ま
ち
づ
く
り

南
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
親
子
で
一
緒
に
楽
し
く
料
理
が
で
き
る
教

室
と
、
男
性
が
簡
単
で
お
い
し
い
料
理
の
作
り
方
を
学
べ
る
教
室
を
、

そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

南区では株式会社堀場製作所（南区吉祥院）の

協力を得て、「私たちの暮らしを支える分析機器」
をテーマに小学４年生以上を対象とした見学会

を開催します。

これは区内の企業と区民との交流促進を図る

取組で、「南区基本計画」（第２期）の重点プロ

ジェクト事業の一つに位置付けています。

当日は私たちの生活に必要な食品、薬、繊維

の製造などに欠かせないｐＨ測定（液体の酸性・

アルカリ性の強さの測定）を行う実験や様々な

分析機器の見学など、世界規模で活躍する堀場

製作所の科学技術をわかりやすく学べます。

多くの皆さんのご応募をお待ちしています。

南区社会福祉協議会では、これ

まで行ってきた福祉資金や教育支

援資金等の貸付相談に加え、失業

等でお困りの方を支援する総合支

援資金（生活支援費・一時生活再建

費・住宅入居費）の貸付

相談を実施することにな

りました。ご相

談の際は事前に

連絡してください。

①「地域コミュニティ活性化プロジェクト」
・地域交流の促進

南区民ふれあいまつりの開催など

・安心して健やかに暮らせるまちづくりの推進
子育て支援の取組の推進、地域で高齢者を見守

り支える仕組みづくりの推進、地域防災力の強化

に向けた取組など

②「美しい南区創出プロジェクト」
一斉清掃など美化活動の推進、地球環境に配慮

したエコライフ活動の推進など

③「南区活力創造プロジェクト」
区内企業の“知の財産”を楽しく紹介する講座の

実施、地元産京野菜を使った食育活動の推進など

④「みなみ力で頑張る！区民応援事業」
区民（団体、グループ等）による南区基本計画（第

２期）を推進する新たな活動を公募し、活動を資

金面から支援

■主な取組

問＝南区社会福祉協議会（☎671-0709）

市では、疾病や不測の事故等のため、お盆を控えて生活

にお困りの世帯の生活相談と、必要と認められる世帯に生

活資金の貸付を行います。どうぞご相談ください。

（臨時収入がある、他の貸付を受けられる、生活保護を

受けている、償還能力に欠ける等の場合は貸付不可）

日時　 生活相談：７月９日（月）～12日（木） 午前９時～11
時30分、午後１時～３時

資金貸付：７月24日(火)
場所　区役所Ａ・Ｂ会議室
貸 付内容　１人３万円を目安に、１世帯15万円まで。担
保・保証人不要、無利息。返済は２年以内。

　※ 住所・家族構成が分かるもの（健康保険証等）と印鑑

を持参してください

問＝福祉介護課（☎681-3167）

内
の
ど
の
位
置
に
建
っ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。

１　

北
側

２　

中
央

３　

南
側

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３
名

に
ト
ラ
フ
ィ
カ
京
カ
ー
ド
（
１
千
円

分
）
を
進
呈
。
解
答･

氏
名･

住
所･

年
齢
・
紙
面
へ
の
感
想
を
記
入
の

上
、
は
が
き
又
は
FAX
で
地
域
力
推

進
室
へ
（
６
月
29
日(

金)

必
着
。

〒
601
・
８
５
１
１(

住
所
記
載
不

要)

、
FAX 

671
・
９
６
５
３
）。

当
選
者
に
は
、
後
日
記
念
品
を
送

付(

解
答
は
次
号
掲
載)

。

問
＝
地
域
力
推
進
室

（
☎
681
・
３
４
１
７
）

◆
市
バ
ス
（
13
号
、
78
号
系
統
）

「
中
久
世
」
か
ら
南
へ
徒
歩
２
分

多
く
の
樹
木
に
囲
ま
れ
、
清
閑

な
雰
囲
気
が
漂
う
嚴
嶌
神
社
。
創

建
時
期
は
不
明
で
す
が
古
く
か
ら

久
世
の
地
に
あ
り
、
地
元
の
方
々

が
お
参
り
す
る
な
ど
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。

御
祭
神
は
広
島
を
は
じ
め
全

国

の

厳

島

神

社

と

同

じ

「

市い

ち

き

し

ま

ひ

め

杵

嶌

姫

」、「

田た

ご

り

ひ

め

心

姫

」、

「
立た

つ

た

ひ

め

田
姫
」
の
三
女
神
。
地
域
の

鎮
護
、
水
上
交
通
の
守
護
神
と
し

て
広
く
信
仰
を
集
め
て
い
ま
す
。

こ
の
三
女
神
の
生
誕
に
つ
い

て
は
、
古
事
記
等
の
神
話
で
次
の

よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
父
の
海
を
治
め
よ
と
の
命
に

従
わ
ず
、
亡
く
な
っ
た
母
の
国
に

行
き
た
い
と
願
い
追
放
さ
れ
た

素す
さ
の
お
の
み
こ
と

戔
嗚
尊
は
、
姉
の
天

あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

照
大
神
に

別
れ
を
告
げ
る
た
め
、
姉
の
治
め

る
高
天
原
に
向
か
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
高
天
原
で
は
素
戔

嗚
尊
が
攻
め
て
き
た
と
待
ち
構

え
、
そ
の
誤
解
を
解
く
た
め
に
素

戔
嗚
尊
は
、
天
照
大
神
と
互
い
に

子
ど
も
を
も
う
け
て
誓
約
を
交
わ

す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
天
照
大
神
は
素
戔
嗚

尊
の
十と

つ
か
の拳
剣つ

る
ぎ
を
求
め
て
三
つ
に
折

り
、
そ
れ
を
神
聖
な
井
戸
で
す
す

い
で
噛
み
砕
き
、
吹
き
出
し
た
息

吹
か
ら
三
女
神
が
生
ま
れ
た
」
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
嚴
嶌
神
社
で
三
女

神
が
祀
ら
れ
て
い
る
本
殿
は
、
境

嚴い
つ
く
し
ま嶌

神
社
（
久
世
中
久
町
）

久世橋通久世橋通久世橋久世橋

祥久橋祥久橋

久世橋西詰久世橋西詰

石原石原

西
国
街
道

西
国
街
道

上久世上久世

久世殿城久世殿城

中久世中久世

葛野大路通葛野大路通

桂川桂川

嚴嶌神社嚴嶌神社
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「
知
る
」「
見
る
」
み
な
み

その⑰

夏
の
文
化
財
防
火
運
動

７
月
12
日
〜
18
日

み
ん
な
で
文
化
財
を
火
災
か
ら
ま
も
ろ
う

「
親
と
子
の
写
生
会
と
東
寺
拝
観
」参
加
者
募
集
！

身
近
に
感
じ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

「
ち
ょ
っ
と
素
敵
な
朝
か
ら

ク
ラ
シ
ッ
ク
」を
開
催
！

南
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
を
開
催

親
子
で
楽
し
い
！
男
性
も
学
べ
る
！

料
理
教
室
を
開
催

家
庭
で
食
中
毒
の
予
防
を
！

す
こ
や
か
だ
よ
り

市
で
は
貴
重
な
文
化
財
を
火
災

や
震
災
な
ど
か
ら
守
る
た
め
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
、

様
々
な
行
事
を
実
施
し
ま
す
。

南
区
で
も
文
化
財
関
係
者
と
地

域
の
皆
さ
ん
、
消
防
機
関
な
ど
が

協
力
し
、
防
火
・
消
火
・
文
化
財

市
呉
竹
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、

「
ど
こ
か
で
耳
に
し
た
ク
ラ
シ
ッ

ク
」
を
テ
ー
マ
に
、
ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽
の
演
奏
会
を
実
施
し
ま
す
。

市
交
響
楽
団
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
合
奏
団
「
京
都
し
ん
ふ
ぉ
に

え
っ
た
」
が
奏
で
る
リ
ズ
ミ
カ
ル

で
技
巧
的
な
作
品
の
数
々
を
ど
う

ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
27
日（
水
） 

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　

市
呉
竹
文
化
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
（
伏
見
区
京
町
南
７
丁
目

35-

１
）

気
温
や
湿
度
が
高
く
な
る
こ

れ
か
ら
の
季
節
は
、
食
中
毒
が
起

こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
食
中
毒

を
予
防
す
る
た
め
に
、
次
の
点
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

買
い
物

○ 

消
費
期
限
等
を
確
認
し
、
生
鮮
食

品
は
新
鮮
な
も
の
を
購
入
す
る
。

○ 

冷
蔵
・
冷
凍
が
必
要
な
食
品
の

購
入
の
際
は
、
ク
ー
ラ
ー
バ
ッ

ク
を
持
参
す
る
。

食
品
の
保
存

○ 

冷
蔵
・
冷
凍
が
必
要
な
食
品
は

の
搬
出
等
に
取
り
組
む
「
文
化
財

レ
ス
キ
ュ
ー
体
制
」
の
充
実
を
目

指
し
て
、
区
内
各
地
で
街
頭
啓
発

や
自
衛
消
防
隊
に
よ
る
訓
練
を
行

い
ま
す
。

貴
重
な
文
化
財
を
無
事
後
世
に

引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
は
、
地

域
と
の
円
滑
な
協
力
体
制
が
不
可

欠
で
す
。

日
ご
ろ
か
ら
、
近
隣
の
社
寺
と

の
情
報
交
換
や
住
民
同
士
の
声
掛

け
を
す
る
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
で

文
化
財
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

南
区
が
誇
る
世
界
文
化
遺
産

の
東
寺
で
、
今
年
も
恒
例
の
「
親

と
子
の
写
生
会
と
東
寺
拝
観
」
を

行
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
写
生
を
通
し

て
、
ま
た
保
護
者
の
方
は
文
化
財

の
拝
観
を
通
し
て
、
東
寺
の
魅
力

を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

作
品
は
後
日
、
区
役
所
１
階
ロ

ビ
ー
に
展
示
。
ま
た
、
優
秀
作
品

は
11
月
に
東
寺
境
内
で
開
催
す
る

内
容　

市
交
響
楽
団
メ
ン
バ
ー
に

よ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
演
奏

（
曲
目
：
ア
メ
ー
ジ
ン
グ
・
グ
レ

イ
ス
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
舞
曲
第
５
番

ほ
か
）

費
用　

前
売
500
円
、
当
日
800
円

申
込　

電
話
又
は
窓
口
で

※
未
就
学
児
の
入
場
不
可

問
・　

＝
市
呉
竹
文
化
セ
ン
タ
ー

（
☎
603
・
２
４
６
３
）

す
ぐ
に
冷
蔵
庫
等
で
保
存
し
、

詰
め
す
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
。

調
理
時

○ 

調
理
の
前
後
は
、
石
け
ん
を

使
っ
て
丁
寧
に
手
洗
い
を
す
る
。

○ 

生
の
肉
や
魚
を
切
っ
た
後
の
包

丁
・
ま
な
板
は
熱
湯
で
消
毒
す
る
。

○ 

加
熱
調
理
は
「
75
度
以
上
で
１

分
以
上
」
を
目
安
に
、
中
心
部

ま
で
む
ら
な
く
火
を
通
す
。

残
っ
た
料
理
・
材
料

○ 

調
理
後
の
料
理
や
材
料
は
常
温

で
長
時
間
放
置
し
な
い
。

ぼうさいぼうさい
コーナーコーナー

問
＝
南
消
防
署（

☎
681
・
０
７
１
１
）

申

申

○ 

温
め
直
す
と
き
は
十
分
に
加
熱

す
る
。

○ 

時
間
が
た
っ
た
も
の
は
思
い

切
っ
て
捨
て
る
。

問
＝
衛
生
課

（
☎
681
・
３
５
７
８
）

日
時　

８
月
１
日（
水
） 

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

場
所　

南
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

講
話
と
調
理
実
習

対
象　

区
内
在
住
の
男
性

定
員　

20
名(

先
着
順)

費
用　

500
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

手
拭
タ
オ
ル
、
マ
ス
ク

申
込　

７
月
２
日
（
月
）
〜
20
日

(

金)

ま
で
に
電
話
又
は
窓
口
で

問
・　

＝
健
康
づ
く
り
推
進
課

(

☎
681
・
３
５
７
３)

申

に
、
地
域
の
身
近
な
指
導
者
と
し

て
活
動
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
＝
地
域
力
推
進
室

（
☎
681
・
３
４
１
７
）

を
考
え
る
基
幹
会
議
で
、
当
日
は

各
学
区
の
自
治
連
合
会
会
長
や
各

種
団
体
の
代
表
者
が
委
員
と
し
て

出
席
。
行
政
関
係
者
等
と
合
わ

せ
、
お
よ
そ
60
名
が
一
堂
に
会
し

ま
し
た
。

会
議
で
は
、「
南
区
基
本
計
画
」

（
第
２
期
）
に
掲
げ
る
「
南
区
の

10
年
後
の
未
来
像
」
の
実
現
に
向

け
、
今
年
度
に
取
り
組
む
事
業
計

画
（
案
）
な
ど
を
審
議
。
南
区
な

ら
で
は
の
地
域
力
（
み
な
み
力
）

を
原
動
力
と
し
て
、
着
実
に
取
組

を
進
め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

問
＝
地
域
力
推
進
室

（
☎
681
・
３
４
１
７
）

南区社会福祉協議会に
総合支援資金の
相談窓口ができました

「
ふ
れ
あ
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
食

セ
ミ
ナ
ー
　
わ
ん
ぱ
く
コ
ー

ス
」
キ
ッ
ズ
☆
キ
ッ
チ
ン

「
男
の
料
理
教
室
」　

〜
簡
単
！
夏
野
菜

 

ク
ッ
キ
ン
グ
〜

夏季特別生活相談と
特別生活資金貸付を実施します

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の

新
任
期
ス
タ
ー
ト

南
区
の
未
来
像
の
実
現
に
向
け
て

〜
株
式
会
社
堀
場
製
作
所
本
社
で
開
催
〜

参
加
者
募
集
！

日時　７月24日（火） 午後１時30分～３時30分
場所　株式会社堀場製作所本社（南区吉祥院宮の東町２）

市バス「吉祥院宮ノ西町」下車徒歩３分、又はJR「西大路駅」下車徒歩13分

※駐車場は利用できませんので、公共交通機関をご利用ください。

内容　 「私たちの暮らしを支える分析機器」をテーマにした
「pHメータを使った液体の分析実験」や「ショールー
ムでの分析機器の見学」など

対象　 区内在住又は通勤・通学の小学４年生以上
（小中学生は要保護者同伴）

定員　30名（多数抽選、当選者には後日案内状を送付）
費用　無料（現地までの交通費は各自負担）
申込　 ６月25日（月）までに、「京都いつでもコール」に

電話又はFAX・メールで（電話661-3755。FAX番号などは１面右下に記載）。
FAX・メールは参加者全員の氏名・住所・電話番号を明記。

問＝地域力推進室（☎681-3417）

前
回
（
５
／
15
号
）
の
答
え
＝

本
堂
の
入
り
口
に
掲
げ
ら
れ
た

３
文
字
は
「
２　

正
覚
山
」。

ショールーム

第３回「南区企業の“知”活用促進事業」

（株）堀場製作所本社

夏休みの
自由研究にも
オススメ !

7/24（火）
開 催

地元企業の“知の財産”を楽しく学ぼう！
「私たちの暮らしを支える分析機器」をテーマにした見学会

昨年の様子

昨年の様子


